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問合せ先　　保健センター福祉課　　☎７５－４１０１

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復

師
の
施
術
を
受
け
る
場
合
は
、
保

険
証
が
使
え
る
範
囲
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
額
を
差
し
引
い
た
残

り
の
医
療
費
は
、
国
保
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
納
め
る
国
保
税
等
か
ら

支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
点
に

注
意
し
て
、
適
切
な
受
療
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☑
施
術
を
受
け
る
際
は
、
柔
道
整

復
師
に
負
傷
原
因
を
詳
し
く
正
確

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故

等
の
第
三
者
行
為
に
よ
る
場
合

は
、福
祉
課
に
届
出
が
必
要
で
す
。

☑
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は

内
科
的
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

☑
償
還
払
い
を
希
望
す
る
場
合

は
、
領
収
書
を
無
く
さ
な
い
よ
う

必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
の
み

 

保
険
証
が
使
え
る
も
の
〉

　

骨
折
、
脱
臼

〈
保
険
証
が
使
え
る
も
の
〉

　

急
性
ま
た
は
亜
急
性
の
外
傷
性

の
捻
挫
、打
撲
、挫
傷
（
肉
離
れ
）、

骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手
当
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

そ
の

施
術
は

保
険
証
が
使
え
ま
す
か
？

事
故
に
遭
っ
た
ら

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
福
祉
課
に
届
出
を
！

　

国
保
加
入
者
が
第
三
者
か
ら

受
け
た
傷
害
の
治
療
費
は
、
加

害
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で

す
が
、
被
害
者
が
福
祉
課
に
届

出
を
出
す
こ
と
で
、
一
時
的
に

国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

示
談
を
済
ま
せ
た
り
、
加
害

者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
す
る
と
、
そ
の
取
り
決
め
が

優
先
さ
れ
、
国
保
で
治
療
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず

示
談
前
に
福
祉
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
第
三
者
行
為
の
例
〉

・
同
乗
車
で
事
故
に
遭
っ
た
と
き

・
子
ど
も
や
重
度
の
認
知
症
患

者
、
畜
犬
等
の
加
害
行
為
に
よ

る
負
傷

・
他
人
の
私
有
地
の
工
作
物
や
竹

木
に
よ
る
負
傷　

等

〈
届
出
に
必
要
な
も
の
〉

・
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故
）

・
国
保
被
保
険
者
証

・
印
か
ん
（
認
め
印
可
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

〈
保
険
証
が
使
え
な
い
も
の
〉

　

右
記
以
外
の
内
科
的
要
因
や
慢

性
的
な
症
状
、
仕
事
中
・
通
勤
途

中
で
の
負
傷
等

国保（福祉課）

加害者
（損害保険）

被害者

医療機関

618

はい

は
い

い
い
え

いいえ

は
い

は
　い

は
　い

いいえ

いいえ

い
い
え は

　い
いいえ

はい

③
加
害
者
に
代
わ
っ
て

　

一
時
的
に
治
療
費
を
立
て
替
え

②
治
療

①
届
出

618

はい

は
い

い
い
え

いいえ

は
い

は
　い

は
　い

いいえ

いいえ

い
い
え は

　い
いいえ

はい

⑤
支
払
い④

治
療
費
を
請
求
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国
民
年
金
保
険
料
の
支
払

い
は
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関

へ
支
払
い
に
行
く
手
間
が
省

け
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
法

①
２
年
前
納

　

（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）

②
１
年
前
納

　

(

４
月
～
翌
年
３
月
分)

③
６
か
月
前
納

　

(

４
月
～
９
月
分
、
10
月

～
翌
年
３
月
分)

④
当
月
末
振
替(

早
割)

※
本
来
の
納
付
期
限
よ
り
も

１
か
月
早
く
口
座
振
替
す

る
方
法
で
す
。

⑤
翌
月
末
振
替

※
保
険
料
の
割
引
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

①
②
③
④
は
割
引
が
適
用

さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
！

口
座
振
替
申
込
み
手
続
き

　

国
民
年
金
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）
申
出
書
、
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参

の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融

機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
は
、
年
金
事
務

所
窓
口
、
役
場
税
務
住

民
課
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

申
込
み
は
お
早
め
に

　

口
座
振
替
で
の
平
成
29

年
度
２
年
前
納
、
１
年
前

納
、
６
か
月
前
納(

４
月

～
９
月
分)

の
締
め
切
り

は
、
２
月
28
日(

火)

で

す
。

＊
す
で
に
口
座
振
替
で
納

付
し
て
い
る
人
は
、
再

度
の
申
し
込
む
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
１
年
前
納
か

ら
２
年
前
納
へ
の
変
更

と
い
っ
た
振
替
方
法
を

変
更
す
る
場
合
は
、
再

度
申
込
み
が
必
要
で

す
。

…
車
両
総
重
量
７
．
５
ト
ン
未
満

（
最
大
積
載
量
４
．
５
ト
ン
未
満
）

の
自
動
車
を
運
転
で
き
る
準
中
型

免
許
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
す
で
に

普
通
免
許
を
保
有
し
て
い
る
人

は
、
限
定
解
除
審
査
（
※
）
に
合

格
す
れ
ば
こ
の
免
許
を
取
得
で
き

ま
す
。

※
審
査
は
、
最
低
４
時
限
の
教
習

等
を
受
け
た
上
で
の
審
査
又
は

免
許
試
験
場
で
技
能
審
査
等
の

い
ず
れ
か

高
齢
運
転
者（
75
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
対
策
の
推
進

準
中
型
免
許
の
新
設

①
臨
時
認
知
機
能
検
査
・
臨
時
高
齢

者
講
習

…
改
正
前
は
免
許
証
更
新
時
に
認
知

機
能
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
改

正
後
は
、
一
定
の
違
反
行
為
を
す
る

と
臨
時
に
認
知
機
能
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
検
査
で
認
知

機
能
の
低
下
が
運
転
に
影
響
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
、「
臨
時
高
齢
者
講
習
」（
個
別
指

導
と
実
車
指
導
）
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お
得

高
齢
運
転
者
の
講
習
・
適
性
検
査
等
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

３
月
12
日
に
、
道
路
交
通
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま

す
。
主
な
改

正
内
容
は
次

の
と
お
り
で

す
。

②
臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し

…
①
で
認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
臨
時
適
性

検
査
（
医
師
の
診
断
）
を
受
け
、

ま
た
は
命
令
に
従
い
主
治
医
等
の

診
断
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

③
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
・
高
度

化
…
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
よ
っ

て
受
け
る
講
習
の
内
容
・
時
間
数

等
が
変
わ
り
ま
す
。


